
有島の土地を、未来へつなぐために 

 後志自動車道事業のうち、倶知安 ICからニセコ ICまでの区間が事業化され、有島地区を通る計画の説明

が進んでいます。その概要は、会報 21号でも触れていただいたように、灌漑溝周辺を通り、宮山の裾を抜

け、散策路を横切る盛土構造とされています。 

 私たちが向き合っている高規格道路の計画は、単なる一本の道路の問題ではありません。それは、「ニセ

コ町が何を大切にしてきた町なのか、そしてこれからどのような町でありたいのか」、を問う問題でもあり

ます。 

 現在進められている計画は、地域交通、防災、物流などの面から必要性が語られています。私たちも、道

路整備そのものの必要性を一切否定するものではありません。しかし一方で、そのルートが有島武郎ゆかり

の土地を分断するかたちで進められていることに、強い危惧を抱いています。 

 有島武郎がこの地で行った農場解放は、単なる美談ではありませんでした。彼は、自らの所有地を無償で

解放し、そこに暮らす人々が共有し、支え合い、相互扶助の精神によって生きていく社会を願いました。そ

れは、土地をお金や効率だけで見るのではなく、「人がどう生きるか、どう共にあるか」という思想を、こ

のニセコの地に刻んだ出来事でした。 

 そしてニセコ町は、その精神を過去の出来事にとどめず、町の理念として受け継いできています。町の

「まちづくり基本条例前文」にある「この美しく厳しい自然と相互扶助の中で培われた風土や人の心を守

り、育て、住むことが誇りに思えるまちを目指す」という言葉は、まさにその理念を示しています。つま

り、有島の土地をどう扱うかは、単なる用地や景観の問題ではなく、ニセコ町が自ら掲げてきた理念にどう

向き合うかという問題でもあるのです。 

 私たち「高規格道路の変更を求める有島 3の会」は、道路そのものを頭から否定したいのではありませ

ん。必要な社会基盤整備まで否定するのではなく、この土地にふさわしい方法を、もう一度深く検討してほ

しいと願っています。 

 有島の土地は、失ってから取り戻せるものではありません。一旦、盛り土や高架によって大きく地形が改

変され、土地が分断されてしまえば、失うのは景観だけではなく、その場所が持っていた歴史の連続性、風

景の文脈、記憶のつながりまで大きく傷つくことになります。だからこそ、いま必要なのは、ニセコ町民を

はじめ、この地を愛する多くの人々の思いや考えを集めて、この土地にふさわしい方法を丁寧に選び直すこ

とだと考えます。 

 ニセコは、自然、景観、自治そして人々の暮らしの質を大切にしてきた町です。ただ便利さやスピードを

追い求める町ではないはずです。利益だけではなく、支え合いの思想によって生きられる希望こそ、有島武

郎がこの地に残した大切な遺産ではないでしょうか。 

 この有島の土地を守ることは、過去を懐かしむことではありません。それは、この町が大切にしてきた価

値を、次の世代へどう手渡していくかという問いでもあります。 

 私たちは、失ってから悔やむのではなく、失う前に考え、守る道を選びたい。そのためにも、今一度、こ

の計画を丁寧に見直し、未来に誇れる選択をしていきたいと強く願っています。 

 私たちが求めているのは、必要な道路整備と、守るべき歴史的土地の価値をどう両立させるかです。その

ために、現在提案されている盛土方式ありきで進めるのではなく、有島の遺構、歴史、精神を守り、ニセコ

にふさわしい良好な景観を維持するため、地下方式を含めた代替案の検討を真剣に行うことを求めます。 

私たちはこのことを、ニセコ町をはじめ、日本国内さらには世界に向けて広く訴えます。 

 

『高規格道路の変更を求める有島 3の会』 

 

 


